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一九九一一一年七月一日から同九月三十日までの一一一ヶ月間、法政大
学
交
換
研
究
員
と
し
て
北
京
大
学
へ
赴
く
機
会
が
与
え
ら
れ
、
短
期
間
で
は
あ
っ
た
が
北
京
大
学
を
主
と
し
て
中
国
で
の
勉
学
生
活
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
中
国
で
の
勉
学
と
い
う
か
、
む
し
ろ
資
料
蒐
集
へ
の
強
い
希
望
を
も
っ
て
い
た
の
で
、
ほ
ぼ
中
国
全
域
へ
の
目
配
り
の
で
き
る
北
京
大
学
へ
行
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
幸
で
あ
っ
た
。
今
回
の
主
目
的
は
、
か
ね
て
か
ら
関
心
を
抱
い
て
い
た
唐
代
の
跨
帯
資
料
の
蒐
集
、
そ
れ
に
新
彊
地
区
の
考
古
及
び
砂
漠
調
査
資
料
の
蒐
集
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
中
国
新
石
器
時
代
の
研
究
動
向
を
把
握
で
き
れ
ば、ということであった。鍔帯資料については、既に日本・朝鮮
・
中
国
東
北
地
区
の
例
を
検
討
し
て
き
て
い
る
の
で
、
そ
の
基
礎
と
な
る
唐
代
鍔
帯
を
知
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
新
彊
地
区
即
ち
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
地
域
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
一
・
’
九
九
二
の
両
年
度
踏
査
し
た
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
西
南
部
の
考
古
・
歴
史
地
理
調
査
に
関
す
る
文
献
資
料
の
蒐
集
を
考
え
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
中
国
新
石
器
時
代
の
研
究
動
向
を
把
握
し
た
い
と
思
っ
た
の
は
、
’
九
八
九
年
に
山
東
省
を
中
心
に
新
石
器
時
代
資
料
を
見
て
北京大学滞在記（伊藤）
北
京
大
学
滞
在
記
歩
い
た
こ
と
も
あ
り
、
日
本
の
弥
生
文
化
と
の
関
連
で
特
に
稲
作
資
料
の
研
究
が
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
を
知
り
た
い
と
思
っ
て
の
事
で
あ
っ
た
。
北
京
大
学
の
知
人
と
し
て
は
、
’
九
八
八
年
に
日
本
考
古
学
協
会
で
の
外
国
研
究
者
招
待
講
演
で
来
日
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
厳
文
明
教
授
、
早
大
留
学
の
趙
輝
講
師
が
お
ら
れ
る
の
で
、
考
古
学
系
で
お
世
話
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。
法
政
大
学
国
際
交
流
委
員
会
か
ら
は
、
北
京
大
学
外
事
処
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
連
絡
を
と
っ
て
い
た
だ
き
、
受
け
入
れ
も
と
ど
こ
お
り
な
く
行
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
北
京
空
港
へ
降
り
た
っ
た
時
に
出
迎
え
ら
れ
た
旧
石
器
研
究
者
の
王
幼
平
講
師
は
英
語
で
話
さ
れ
る
の
に
と
ま
ど
い
、
第
一
歩
か
ら
中
国
語
会
話
の
で
き
な
い
の
が
悔
ま
れ
、
前
途
多
難
か
と
思
わ
せ
ら
れ
た
。
け
れ
ど
も
、
結
果
的
に
は
片
言
の
英
語
・
中
国
語
と
日
本
語
で
と
も
か
く
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
た
。
私
の
北
京
大
学
で
の
受
入
先
は
外
事
処
で
あ
り
、
交
換
協
定
に
基
づ
く
研
究
員
と
し
て
の
処
遇
を
与
え
ら
れ
た
点
は
、
若
干
の
利
点
が
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
北
京
大
学
で
は
各
種
の
留
学
者
が
お
り
、
各
学
系
（
学
部
相
当
）
で
受
け
入
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
人
々
で
は
大
学
の
車
で
伊
藤
玄
三
一九九
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の
送
迎
も
な
い
と
の
事
で
あ
っ
た
。
勿
論
、
宿
舎
・
手
当
て
も
あ
り
、
何
よ
り
も
帰
国
直
前
の
仲
秋
節
に
は
「
月
餅
」
や
観
劇
券
ま
で
わ
ざ
わ
ざ
届
け
て
く
れ
る
と
い
う
次
第
で
あ
り
、
成
程
、
大
学
の
お
客
様
扱
い
な
の
か
と
感
心
し
た
り
し
た
。
宿
舎
は
、
北
京
大
学
最
北
端
に
位
置
す
る
北
招
待
所
（
看
板
は
「
北
招
」
）
三
階
の
一
室
が
提
供
さ
れ
た
。
丁
度
、
同
じ
法
政
大
学
か
ら
一
教
の
大
石
智
良
教
授
も
交
換
研
究
員
と
し
て
滞
在
し
て
お
ら
れ
た
し
、
他
に
も
二、｜｜｜の日本から留学研究者がおられたので、種々御助言いただ
き
、
あ
ま
り
心
配
な
く
生
活
で
き
た
。
建
物
は
、
建
国
後
ソ
連
か
ら
の
援
助
要
員
用
宿
舎
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
と
の
話
で
あ
っ
た
が
、
窓
枠
と
煉
瓦
壁
の
間
に
隙
が
見
え
た
り
し
て
、
さ
す
が
に
九
月
下
旬
に
は
外
の
寒
さ
が
通
っ
て
き
た
。
床
板
も
部
分
的
に
揺
れ
が
あ
り
、
階
下
の
住
人
か
ら
苦
情
が
来
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
老
朽
化
し
て
き
て
い
る
の
は
、
こ
こ
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
推
測
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
驚
い
た
の
は
、
九
月
に
入
っ
て
か
ら
部
屋
の
中
に
ゴ
キ
ブ
リ
、
蜂
、
ヤ
モ
リ
、
カ
メ
ム
シ
な
ど
が
よ
く
入
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
一
度
は
二
十
糎
程
の
大
き
い
ム
カ
デ
が
洗
濯
物
に
し
が
み
つ
い
て
い
た
。
勿
論
、
暑
い
う
ち
は
三
階
の
部
屋
で
は
あ
っ
た
が
蚊
の
来
襲
に
悩
ま
さ
れ
た
。
日
本
の
蚊
よ
り
も
は
る
か
に
素
早
く
、
手
で
パ
チ
ン
と
叩
い
て
も
捕
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
程
で
あ
っ
た
。
北
側
の
窓
か
ら
は
、
万
宗
運
河
と
清
華
西
路
を
隔
て
て
円
明
園
の
緑
が
見
ら
れ
、
目
を
休
ま
せ
て
く
れ
た
。
昼
食
・
夕
食
は
、
よ
く
こ
の
一
階
の
北
招
食
堂
で
と
っ
た
。
○
北
京
大
学
考
古
学
系
私
の
滞
在
希
望
の
考
古
学
系
は
、
北
京
大
学
構
内
の
中
央
部
東
側
、
丁
度
法
政
史
学
第
四
十
六
号
図
書
館
の
東
方
に
位
置
す
る
「
文
史
楼
」
に
あ
る
。
た
だ
、
現
在
は
考
古
学
系
の
研
究
室
等
は
新
設
の
博
物
館
の
二
階
に
移
っ
て
お
り
、
図
書
資
料
室
そ
の
他
若
干
の
部
屋
が
残
っ
て
い
る
だ
け
に
な
り
、
こ
の
夏
も
多
く
の
部
屋
が
改
造
さ
れ
て
教
室
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
考
古
学
系
は
、
’
九
五
二
年
に
北
京
大
学
歴
史
系
の
中
の
考
古
専
業
と
し
て
創
設
さ
れ
、
一
九
八
三
年
に
独
立
し
た
。
そ
れ
故
四
十
有
余
年
を
経
た
こ
と
に
な
り
、
一
九
八
九
年
に
は
加
え
て
博
物
館
学
専
業
を
増
設
し
、
こ
の
一
九
九
三
年
五
月
に
は
「
北
京
大
学
賓
克
勒
考
古
与
芸
術
博
物
館
」
が
開
館
し
、
待
望
の
大
学
博
物
館
と
研
究
施
設
も
整
え
る
ま
で
に
到
っ
て
い
る
。
考
古
学
は
、
中
国
古
代
史
・
世
界
近
現
代
史
と
共
に
歴
史
系
の
中
で
は
三
つ
の
国
家
重
点
学
科
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
共
充
実
が
は
か
ら
れ
る
分
野
で
あ
ろ
う
。
考
古
学
系
は
、
現
在
旧
石
器
考
古
学
・
新
石
器
商
周
考
古
学
・
漢
唐
考
古
学
・
博
物
館
学
の
研
究
室
か
ら
構
成
さ
れ
、
加
え
て
陶
磁
研
究
所
・
北
京
大
学
賓
克
勒
考
古
与
芸
術
博
物
館
・
第
四
紀
年
代
測
定
実
験
室
・
技
術
室
・
図
書
資
料
室
・
電
化
教
学
室
・
弁
公
室
か
ら
な
っ
て
い
る
。
系
主
任
は
、
昨
年
日
本
に
留
学
さ
れ
て
も
い
た
李
伯
謙
教
授
で
あ
り
、
博
物
館
長
も
兼
ね
て
お
ら
れ
る
。
前
任
の
厳
文
明
教
授
は
、
な
お
系
の
重
要
委
員
会
の
主
任
を
さ
れ
て
い
る
。
両
教
授
に
は
歓
迎
宴
を
始
め
と
し
て
種
々
、
お
世
話
い
た
だ
い
た
次
第
で
あ
る
。
若
手
の
新
石
器
研
究
の
趙
輝
、
商
周
考
古
の
徐
天
進
、
晴
唐
考
古
の
蘇
哲
の
諸
氏
に
も
多
く
の
御
援
助
を
う
け
た
。
特
に
私
は
、
中
国
の
学
術
雑
誌
を
対
象
に
調
べ
よ
う
と
考
え
て
い
た
の
で
、
考
古
学
系
図
書
資
料
室
に
は
実
質
二
ケ
月
以
上
お
世
話
に
な
っ
た
。
主
任
の
責
梅
仙
さ
ん
は
研
究
者
で
も
あ
る
の
で
良
く
理
解
さ
れ
、
大
変
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ
い
た
。
唯
、
こ
の
図
書
資
料
室
で
も
か
な
り
の
雑
誌
類
が
二○○
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見
ら
れ
る
が
、
特
に
予
算
が
な
く
購
入
が
で
き
な
い
と
の
事
で
あ
り
、
殆
ど
が
寄
贈
図
書
に
依
存
し
て
い
る
と
い
う
点
で
の
限
界
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
毎
日
九
時
’
十
｜
時
、
三
時
’
五
時
と
い
う
決
め
ら
れ
た
時
間
に
宿
舎
か
ら
自
転
車
で
図
書
資
料
室
へ
出
か
け
て
、
殆
ど
の
雑
誌
を
通
覧
し
、
必
要
論
文
は
そ
の
後
に
コ
ピ
ー
し
た
。
資
料
室
に
は
コ
ピ
ー
器
が
無
い
の
で
、
他
の
系
の
コ
ピ
ー
室
か
、
構
内
の
店
の
コ
ピ
ー
室
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
時
に
は
行
く
先
に
よ
っ
て
コ
ピ
ー
料
が
違
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
、
器
械
の
故
障
で
次
の
店
ま
で
本
を
抱
え
て
移
動
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
ち
ら
は
時
間
が
惜
し
い
の
に
、
大
変
丁
寧
に
コ
ピ
ー
を
し
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
り
、
取
扱
い
者
が
い
な
い
の
で
待
た
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
も
あ
り
、
妙
な
と
こ
ろ
で
テ
ン
ポ
の
差
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
の
図
書
資
料
室
に
は
、
時
折
若
手
の
教
員
や
大
学
院
生
が
来
て
調
べ
て
い
た
が
、
多
く
の
先
生
方
は
自
宅
で
勉
強
し
て
い
る
と
の
事
で
あ
っ
た
。
そ
れ故、先生方にお会いする機会もそう多くはなかった。勿論、日
本
か
ら
の
留
学
生
も
殆
ど
会
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
考
古
学
系
の
教
育
は
、
考
古
学
的
基
礎
理
論
・
基
本
的
知
識
・
技
能
を
も
つ
専
門
的
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
社
会
主
義
的
路
線
を
堅
持
・
服
務
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
考
古
専
業
で
は
各
時
代
に
わ
た
る
考
古
学
の
講
義
以
外
に
も
実
に
多
く
の
広
い
分
野
に
わ
た
る
課
目
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
必
修
で
は
外
国
語
・
実
習
・
中
国
古
代
史
が
重
ん
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
考
古
学
実
習
は
、
地
方
機
関
と
提
携
し
て
長
期
間
に
わ
た
っ
て
実
施
し
、
資
料
整
理
作
業
も
地
方
現
地
で
行
う
由
で
あ
り
、
原
則
的
に
は
大
学
へ
は
運
ば
な
い
と
聞
い
た
。
そ
の
為
、
こ
れ
ま
で
北
京
大
学
で
は
見
学
で
き
る
資
料
を
殆
ん
ど
も
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
博
物
館
を
も
つ
こ
北京大学滞在記（伊藤）
○
北
京
大
学
寶
克
勒
考
古
与
芸
術
博
物
館
こ
の
博
物
館
は
、
米
国
人
ア
ー
サ
１
．
Ｍ
．
サ
ッ
ク
ラ
ー
の
資
金
援
助
の
下
に
、
北
京
大
学
西
北
部
に
建
設
さ
れ
て
い
る
。
建
物
は
、
清
式
の
建
築
で
あ
り
、
こ
の
付
近
の
外
文
楼
な
ど
と
同
様
で
あ
る
為
、
特
に
著
し
く
目
立
つ
こ
と
は
な
い
。
一
階
は
約
一
○
○
○
平
方
米
の
面
積
、
｜
○
室
の
展
示
室
で
あ
り
、
二
階
は
研
究
室
・
事
務
室
、
三
階
は
収
蔵
室
で
あ
る
。
収
蔵
室
に
は
、
燕
京
大
学
歴
史
博
物
館
以
来
の
収
蔵
品
が
納
め
ら
れ
て
い
る
と
の
事
で
あ
っ
た
。
展
示
室
は
、
照
明
・
温
温
度
調
節
も
最
新
の
も
の
と
の
事
で
あ
っ
た
が
、
日
本
か
ら
の
技
術
・
設
備
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
展
示
品
に
は
旧
石
器
時
代
の
遼
寧
省
営
口
金
牛
山
人
骨
、
新
石
器
時
代
の
山
東
省
北
庄
遺
跡
出
土
土
器
、
晋
代
の
山
西
省
曲
村
墓
地
の
豊
富
な
資
料
、
河
北
省
磁
県
観
台
窯
の
発
掘
資
料
な
ど
に
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
り
、
北
京
と
に
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
違
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
考
古
学
系
の
卒
業
生
は
、
昨
年
度
は
二
○
名
で
あ
り
、
七
名
が
大
学
院
、
八
名
が
研
究
施
設
、
四
名
が
政
府
機
関
、
一
名
が
公
司
企
業
関
係
と
配
属
さ
れ
て
い
る
。
因
み
に
、
歴
史
系
卒
業
生
は
四
八
名
あ
り
、
大
学
院
一
九
名
、
教
職
五
名
、
研
究
施
設
三
名
、
新
聞
出
版
七
名
、
政
府
党
機
関
三
名
、
そ
の
他
二
名
と
な
っ
て
い
る
。
多
く
が
公
的
機
関
の
人
材
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
当
然
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
が
、
特
に
考
古
学
系
は
他
に
比
し
て
そ
れ
が
目
立
ち
、
国
家
重
点
学
科
の
性
格
も
強
く
う
か
が
え
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
は
北
京
大
学
で
も
企
業
な
ど
に
進
む
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
の
話
を
聞
い
た
。
理
科
系
で
は
卒
業
と
同
時
に
海
外
に
留
学
し
て
い
く
人
数
が
か
な
り
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
○
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○
周
辺
遺
跡
の
見
学
専
ら
通
っ
た
図
書
資
料
室
も
七
月
末
か
ら
夏
期
休
暇
と
な
り
、
一
時
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
名
古
屋
大
学
江
村
助
教
授
の
お
誘
い
も
あ
っ
た
の
で
、
北
京
近
傍
の
遺
跡
を
二
・
三
訪
ね
る
こ
と
に
し
た
。
八
月
六
日
、
北
京
大
学
か
ら
タ
ク
シ
ー
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
八
達
嶺
長
城
を
越
え
、
延
慶
県
玉
皇
城
山
戎
墓
葬
陳
列
館
を
訪
れ
た
。
こ
こ
は
、
’
九
八
四
年
に
発
見
さ
れ
、
北
京
市
文
物
研
究
所
が
約
六
○
○
基
の
墓
を
発
掘
し
、
現
在
は
そ
の
一
部
に
覆
屋
を
し
て
公
開
し
て
い
る
。
山
戎
（
又
は
北
戎
）
は
、
春
秋
時
代
の
有
力
な
北
方
狩
猟
遊
牧
民
族
で
あ
り
、
屈
々
中
原
を
侵
犯
し
た
。
紀
元
前
六
六
四
年
に
は
斉
の
桓
公
が
燕
を
助
け
て
出
兵
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
戦
国
末
期
に
は
衰
え
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
陳
列
館
は
一
九
九
○
年
に
開
館
し
、
建
物
内
に
一
○
基
の
墓
葬
が
発
掘
時
大
学
考
古
学
系
の
主
要
な
調
査
成
果
が
う
か
が
え
る
。
陳
列
品
に
は
、
他
に
北
京
市
・
河
北
省
や
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
の
発
掘
資
料
な
ど
も
借
用
展
示
し
て
い
て
、
年
代
的
に
も
整
っ
た
配
列
と
な
っ
て
い
た
。
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
博
物
館
は
年
来
の
希
望
の
施
設
で
あ
り
、
今
後
は
考
古
学
・
博
物
館
学
研
究
者
・
学
生
の
拠
点
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
併
せ
て
一
般
へ
の
開
放
も
有
料
で
行
な
っ
て
い
る
文
化
・
芸
術
の
交
流
の
場
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
今
夏
も
、
日
本
か
ら
の
訪
問
者
が
幾
人
も
見
ら
れ
た
。
展
示
品
図
録
で
あ
る
『
燕
園
聚
宝
』
や
小
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
あ
り
、
国
際
的
に
も
中
国
理
解
の
一
助
た
ら
ん
と
の
意
気
込
み
が
み
ら
れ
る
。
考
古
学
系
の
研
究
室
も
こ
の
二
階
に
あ
る
の
で
、
先
生
方
を
訪
ね
る
の
は
こ
ち
ら
の
方
が
確
実
と
い
う
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
法
政
史
学
第
四
十
六
号
の
ま
ま
見
学
で
き
る
。
遊
牧
民
と
は
い
え
、
副
葬
品
の
青
銅
銀
な
ど
に
は
中
原
の
影
響
も
色
濃
く
う
か
が
え
る
も
の
が
あ
る
。
唯
、
深
い
土
壌
、
多
数
の
馬
・
牛
・
羊
・
狗
な
ど
の
殉
葬
骨
の
重
な
り
は
、
や
は
り
山
戎
の
典
型
的
な
姿
を
伝
え
て
い
る
の
か
と
見
て
き
た
。
帰
途
は
、
北
側
か
ら
長
城
へ
登
っ
て
から帰った。
八
月
九
日
、
夜
行
列
車
で
石
河
庄
・
保
定
へ
の
旅
に
出
掛
け
た
。
石
家
庄
で
は
、
河
北
省
文
物
研
究
所
・
河
北
省
博
物
館
を
訪
ね
た
が
、
主
目
的
は
こ
の
地
域
に
戦
国
期
に
栄
え
た
「
中
山
国
」
の
王
墓
及
び
都
城
を
見
学
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
タ
ク
シ
ー
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
ホ
テ
ル
か
ら
遠
出
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
山
王
墓
は
畑
地
の
中
に
小
山
の
よ
う
に
盛
土
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
既
に
調
査
さ
れ
た
一
部
は
か
っ
て
の
墓
墳
を
そ
の
ま
ま
に
露
に
さ
れ
て
い
た
。
主
墓
墳
は
盗
堀
さ
れ
て
い
た
が
、
側
の
副
葬
墓
墳
か
ら
は
多
数
の
青
銅
器
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
山
王
墓
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
墓
域
が
長
方
形
に
壇
上
に
積
ま
れ
、
上
部
に
は
建
物
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
図
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の
王
墓
の
上
部
の
具
体
像
が
調
査
と
も
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
点
で
は
画
期
的
な
成
果
で
あ
っ
た
。
墓
の
斜
面
に
は
瓦
片
も
僅
か
な
が
ら
散
布
し
、
瓦
葺
建
築
が
覆
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
た
。
こ
の
後
保
定
ま
で
バ
ス
で
戻
り
、
翌
日
、
満
城
県
漢
墓
を
訪
ね
た
。
こ
の
満
城
漢
墓
も
、
独
立
丘
の
頂
上
近
い
斜
面
を
穿
っ
た
崖
墓
で
あ
る
こ
と
と
共
に
、
前
漢
中
山
靖
王
劉
勝
及
び
王
后
賓
棺
夫
妻
の
そ
れ
ぞ
れ
の
墓
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
し
か
も
夫
妻
は
金
纏
玉
衣
で
つ
つ
ま
れ
て
い
た
点
で
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
先
年
、
日
本
に
も
も
た
ら
さ
れ
て
陳
列
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
各
種
の
青
銅
器
・
玉
器
は
さ
す
が
に
漢
王
室
一
○
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族
の
も
の
か
と
感
嘆
せ
し
め
る
も
の
が
あ
る
。
因
み
に
、
こ
こ
の
玉
衣
の
玉
材
は
、
我
々
が
踏
査
し
た
新
彊
ホ
ー
タ
ン
地
域
産
の
玉
で
あ
る
と
分
析
さ
れ
て
い
る
の
を
注
目
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
同
時
に
、
山
腹
に
大
き
な
洞
穴
を
穿
ち
、
内
部
に
喪
屋
を
建
て
、
多
数
の
副
葬
品
を
も
つ
墓
の
姿
は
驚
き
で
あ
っ
た
。
墓
の
あ
る
丘
陵
稜
線
上
に
は
他
に
も
墳
丘
が
あ
り
、
夕
刻
の
空
に
シ
ル
エ
ッ
ト
を
描
い
て
い
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
九
月
に
入
っ
て
、
留
学
し
て
い
る
国
学
院
大
学
院
生
の
後
藤
雅
彦
君
か
ら
周
口
店
方
面
見
学
の
誘
い
が
あ
っ
た
。
周
口
店
は
昨
年
見
て
い
る
が
、
途
中
に
あ
る
豊
台
区
郭
公
圧
の
大
葆
台
漢
墓
は
見
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
出
掛
け
る
こ
と
に
し
た
。
再
び
タ
ク
シ
ー
で
あ
る
。
こ
の
大
葆
台
漢
墓
は
、
平
地
の
低
丘
陵
を
掘
り
下
げ
て
作
ら
れ
た
前
漢
燕
王
と
王
后
の
墓
か
と
み
ら
れ
て
い
る
。
一
九
八
三
年
に
王
墓
で
あ
る
一
号
墓
を
復
原
し
て
「
大
葆
台
西
漢
博
物
館
」
と
し
て
い
る
。
墓
の
発
掘
時
の
様
子
が
覆
屋
の
下
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
当
日
は
停
電
で
あ
り
、
か
つ
鍵
の
保
管
者
が
不
在
と
の
事
で
内
部
に
降
り
て
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
残
念
で
あ
っ
た
。
こ
の
墓
で
著
名
な
の
は
「
黄
腸
題
湊
」
で
あ
り
、
墓
室
に
多
数
の
角
材
が
使
用
さ
れ
て
構
築
さ
れ
て
お
り
、
前
漢
皇
帝
・
諸
侯
王
等
の
葬
制
を
示
す
例
が
具
体
的
に
知
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
角
材
の
木
口
が
き
れ
い
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
墓
室
は
、
周
壁
の
木
材
の
使
用
の
多
さ
に
も
ま
し
て
感
嘆
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
勿
論
、
副
葬
品
は
盗
掘
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
尚
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
り
、
玉
製
の
舞
人
な
ど
は
愛
す
べ
き
彫
刻
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
以
外
に
は
特
に
北
京
か
ら
出
る
こ
と
は
な
く
、
か
な
り
変
っ
た
留
学
者
だ
と
い
わ
れ
な
が
ら
図
書
資
料
室
に
通
い
続
け
た
。
敢
え
て
い
え
ば
、
北京大学滞在記（伊藤）
北
京
滞
在
中
は
、
北
招
の
滞
在
者
仲
間
、
北
京
大
学
考
古
学
系
の
方
々
、
そ
し
て
忘
れ
難
い
の
は
二
年
間
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
調
査
の
友
人
で
あ
る
地
理
研
究
所
の
方
々
に
大
変
世
話
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
「
砂
漠
の
友
」
で
あ
る
楊
逸
陦
・
王
守
春
の
両
氏
は
、
毎
週
の
よ
う
に
訪
ね
て
き
た
り
、
夕
食
に
招
い
て
く
れ
た
り
し
て
本
当
に
親
切
に
し
て
い
た
だ
い
た
。
二
箱
の
コ
ピ
ー
資
料
と
、
暖
か
い
友
情
を
抱
い
て
九
月
三
十
日
に
は
無
事
予
定
通
り
帰
国
し
た
。
開
通
し
た
ば
か
り
の
空
港
へ
の
高
速
道
路
か
ら
の
朝
日
は
、
殊
の
ほ
か
す
が
す
が
し
く
感
じ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。
近
傍
だ
と
い
う
点
で
円
明
園
肚
と
頤
和
園
、
そ
れ
に
香
山
公
園
で
寺
院
な
ど
を
見
学
し
た
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
唯
、
円
明
園
は
北
部
に
巨
大
な
洋
式
建
造
物
の
廃
嘘
が
み
ら
れ
た
こ
と
は
意
外
で
あ
り
、
林
池
の
広
大
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
驚
き
で
あ
っ
た
。
北
京
大
学
以
外
に
は
、
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
と
中
国
科
学
院
地
理
研
究
所
を
訪
問
し
、
図
書
資
料
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
地
理
研
究
所
で
は
、
古
典
的
な
調
査
報
告
と
ロ
シ
ア
語
文
献
が
比
較
的
揃
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
考
古
研
究
所
で
は
、
日
本
で
も
お
な
じ
み
の
王
仲
珠
前
所
長
に
「
伊
藤
さ
ん
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
の
に
は
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。
王
氏
と
は
長
春
の
ア
ジ
ア
史
学
会
で
も
御
一
緒
し
て
い
た
が
、
著
名
な
同
氏
が
お
ら
れ
る
こ
と
も
失
念
し
て
い
た
の
が
は
ず
か
し
か
っ
た
。
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